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要　　　旨
ドイツ語圏のゴシック小説たる〈恐
シャウアーロマーン
怖小説〉は，英国のゴシック小説と同じ
く，超自然を扱うにあたって二つの形式を用いた。すなわち，神秘を物語の中
では「本当」と設定するか，それとも，最後にそこに何らかの合理的説明を与
えるかである。十八世紀末ドイツの代表的な恐怖小説作家イグナーツ・フェル
ディナント・アルノルト（1774-1812）が1800年に上梓した二つの作品『血の
染みのある肖像画』と『分身のいるウルスラ会修道女』は共に，幾つもの超自
然現象を描き出しているが，それらは結局、犯罪的な企みの人為的仕掛けによ
るものと説明されて終わる。この点において，両作は，上の二つの形式の内の
後者の型に分類することができる。ただ，どちらの作品もその解明部分に曖昧
さがあり，理性的姿勢は不完全な印象を与える。そこには，理性の世紀におけ
る啓蒙主義の合理と反啓蒙主義の非合理の拮抗の反映が認められる。そしてそ
れは，この二作品を，合理的解決と並行して超自然的解決の可能性を導入する
現代の〈幻想的ミステリ〉ジャンルへと近づけてもいる。
キーワード
ゴシック小説，ドイツ文学，イグナーツ・フェルディナント・アルノルト
啓蒙主義，探偵小説
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一ホレス・ウォルポールの『オトラントの城』The Castle of Otranto. A 
Gothic Story（London, 1764）を濫觴とする〈ゴシック小説〉は，未知の脅
威的な何かに対する恐怖と，それについての関心を巡る文学ジャンルであ
る。ただし，その物語は，作者と読者が共有するひとつの了解の上に成り
立っていた。すなわち，人知を超えた存在や次元によってわれわれが干
渉を受けることは現実には起こり得ないという認識である。従って，ゴ
シック小説の中での超自然的要素の処理や超自然の解明による保証をど
こに帰着させるかは，理性の世紀の作家たちにとってつねに大きな問題
だった
 1）
。ウォルポールは，描写の写実性という慣習を用いることによっ
て，作中の超自然が読者にとって経験的に「リアル」に成り得ることを示
していた。ジャンルの最盛期である1790年代の代表作，マシュー・グレ
ゴリー・ルイスの『修道士』The Monk. A Romance（London, 1796）でも，
『オトラントの城』の怪異と同様に，物語の中では悪魔が実在するものと
して読者に経験される。これに対して，『ユードルフォの秘密』Mysteries 
of Udolpho（London, 1794）などのアン・ラドクリフの作品を範とするタイ
プでは，恐怖や不安の効果を達成するべく導入された超自然現象が，その
物語自体の中で合理的に解明されて終わる。すなわちそこでは，結果とし
て超自然は仮象に過ぎないことが暴かれるのである。この，合理化された
精神的態度によって特徴付けられたゴシック小説の手法は，十八世紀にお
ける懐疑主義の文学への反映を示しており，一般に〈解明される超自然〉
explained supernatural と呼ばれる 2）。
ドイツ語圏のゴシック小説たる〈恐
シャウアーロマーン
怖小説〉
 3）
も，英国のゴシック小説
と同じく，超自然を扱うにあたって二つの形式を用いた。「本当の」超
自然と「説明のつく」超自然である。前者には，クリスティアーン・
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ハインリヒ・シュピースの『侏儒ペーター，十三世紀の幽霊譚』Das 
Petermännchen. Geistergeschichte aus dem ₁₃ten Jahrhundert（Prag, 1791） 4）
やヨーゼフ・アーロイス・グライヒの『短剣と燈火を持った血まみれの
姿あるいはプラハ近郊のシュテルン城における招霊』Die blutende Gestalt 
mit Dolch und Lampe oder die Beschwörung im Schlosse Stern bey Prag（Wien, 
1799）のような小説を代表とする無数の作品がある。出版市場における
恐
シャウアーロマーン
怖小説の流行は1780年代末から始まっていたが，この新たな小説ジャン
ルの発生と伸張は，当時大いに盛んだったオカルティズムと関係付られ
た。その中でも〈幽霊〉という道具立ては，その独自性が強かった
 5）
。英
国のゴシック作品の影響と，1780年頃から文学や人文科学の分野において
霊的な存在を問題対象とする考察が多く見られるようになった状況
 6）
に加
え，いろいろな素材と多様に結び付く可能性がそれに貢献した。その結合
可能性には限界がなかった。古城，廃墟，洞窟，地下納骨堂，悪魔の呼び
出し，祟りや呪い，等々，あらゆる素材が用いられた。通俗作家たちにとっ
て霊現象は，自由に使える必須のアイテムにして創作の薬味であり，筋に
活を入れ，何より読者に，ある決まった感情を喚起できる有用な手段だっ
たのである。
十八世紀の終わりの三分の一の期間のドイツ語圏では，理性の力に対す
る信頼が目に見えて衰微していた。理性哲学の約束は実現しておらず，か
つての広汎な熱狂を維持できたならそれだけでもまだ成功と言えた。利己
主義と競争的態度が広がり，理性的で高潔な新たな型の人間の出現への期
待が亡失すると共に，社会状況の速やかな変化への希望も消滅した。さま
ざまな努力にもかかわらず，封建的・絶対主義的な支配機構はいまだ完全
な形で残っており，諸邦の分裂とそこから導出された特種権益は，市民的
な政治参加運動の進展を阻害した。市民階級の主導による反封建的団結の
形成は，こうした状況の下でその現実的な成功への見通しを失い，啓蒙主
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義の観念を実現し得たかも知れぬ集団的な力が減退した。将来的な不確か
さの帰結として，諦念と厭世主義的諧調が生じ，堅固な現実からの離反と，
快楽的なものへの逃避，及び，それと密接に結び付いた，秘密めいたも
の，非合理なものへの志向という傾向が形成された。その上になお，この
時代における神学的な合理主義の成立によって，氾濫する悟性の即物性に
対する最後の堤防の決壊が始まり，感情倫理と文学の領域への供給だけで
は，感情的な存在の力に対する欲求を十分かつ持続的に満足させることに
は追いつかなくなった。同時代人たちは，その解決欲求を満たすべく超越
的な領域へと向い，光の世紀の中で抑圧されていた反啓蒙的な力が，こう
した条件の下で再び影響力を獲得した。恐
シャウアーロマーン
怖小説の作家たちは，この世情
に応じて，超自然や神秘の道具立てを動員し，空想によって現世の境界を
越えようと試みたのである。だが，十八世紀末当時の批評は明らかに，超
自然の使用と物語世界の神秘主義的解釈を危険視していた。例えば，ヨー
ハン・アーダム・ベルクはその『読書術，並びに著作と著作家について
の論評』Die Kunst, Bücher zu lesen. Nebst Bemerkungen über Schriften und 
Schriftsteller（Jena, 1799）において，それらの作品を啓蒙主義への侮蔑と考
えた。ベルクの主張によれば，それらは，超自然的現象の根源について読
者に全く疑問を抱かせようとはしないからである。
多種多様なものの絶えざる変化は彼［読者］の心を完全に惑わした。
いかなる現象に対しても，「何処から，そして如何にして」といった
疑義をもはや彼が差し挟むことはない。超自然的なものを調査した
り，霊の領域に入り込もうとしたり，そしてそれが上手く行かぬなら，
それについての説明を得ようとする労力を彼は十分払っていると言え
るだろうか
 7）
。
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そして，そうした小説は，迷信に対して警告するよりむしろ「超自然的
現象についての迷妄」
 8）
を広げ，結果的に道徳の低下を導くものであると
結論付けられている。
しかしながら，神秘が実在として描かれる作品だけがドイツのゴシック
小説ではなかった。初めに述べたように，英国のゴシック小説には，もう
ひとつ別のタイプの小説が存在していたが，それはドイツ語圏においても
同じだった。1790年代後半にラドクリフやルイスの作品が英国から翻訳紹
介される前のドイツにおいて，幽霊現象や降霊術師を描いた小説でむしろ
ポピュラーだったのは，フリードリヒ・シラーの『招霊術師，O ⁂ ⁂ 伯爵
の手記より』Der Geisterseher. Aus den Memoires des Grafen von O ⁂ ⁂（Leipzig, 
1789）
 9）
の成功とそれに負う多くの作品であって，そこでは，超自然的な
不思議は，秘密結社に代表される強力な組織や人間による陰謀の一部とし
てか，あるいは，主人公と読者の双方に，超越的な世界に対する不健康な
までの熱中や夢想に耽ることの危険性を教えるべく故意に設計された仕掛
けとして，その謎が最終的に解明されるのである
 10）
。
そして，その創作の際に作家たちが援用したのが，〈自然魔術〉の仕掛
けについての教説である。〈自然魔術〉とは，啓蒙主義者たちが，当時流
行していた怪しげな神秘の現象をその下に総括した概念を指す術語であ
る。1790年代に入り，フランス革命が自国にも波及するのではとの危惧か
らドイツの君主たちが不安に陥いると，その多くは，自由で啓蒙的な思想
の光を遮蔽するべく反啓蒙主義に手を貸せば，自身の国で同様の事態が出
来することを良く予防し得ると信じた。そうして，反啓蒙主義者の重要性
は益々強まり，ついには諸邦で政権に影響を与えるまでになる。この動き
は，啓蒙主義者たちの眼に深刻な危険としてのみならず大きな挑戦と映っ
た。彼らは，反啓蒙主義の蔓延に対する重要な対抗手段として，目覚まし
く発展した自然科学，特に物理と化学を自在に使用した。詐欺師たちもま
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た自然科学の成果を利用していたので，当然それを逆手にとることで，彼
らの化けの皮を剝ぐに効果的な可能性が与えられた。啓蒙主義者たちは優
れた体系的研究者として，それらを光学的現象，磁気的現象，電気的現
象などの物理的な方法による魔法，発生現象などの化学的方法による魔
法，そして，主に素早い手捌きによる奇術に区分した。啓蒙思想を可能
な限り広く確実に普及させるべく，彼らは，この暴露を巧みにも愉快な
娯楽の為の手本となる便覧の形で公刊した
 11）
。これを創作に利用する方向
は，カイェタン・チンクの『その解明の手掛かりも一緒になった驚異譚』
Wundergeschichten sammt den Schlüßeln zu ihrer Erklärung（Wien & Prag, 
1792）や，匿名作家による『万人に対する啓発と娯楽の為の化けの皮を剝
がれた幽霊譚』Enthüllte Geistergeschichten zur Belehlung und Unterhaltung 
für Jedermann（Leipzig, 1797）といった作品の題名に端的に表れていよう。
ドイツの多くの作家たちもまた，英国ゴシック小説の〈解明される超自然〉
と同じ観点に立つ種類の恐
シャウアーロマーン
怖小説において，啓蒙主義の原理を擁護する為
に逆説的に超自然的要素を用いていたのである
 12）
。
二
ここでは，ドイツにおける〈解明される超自然〉タイプの例とし
て，恐
シャウアーロマーン
怖小説作家イグナーツ・フェルディナント・アルノルト Ignaz 
Ferdinand Arnold（テーオドール・フェルディナント・カイェタン・アルノル
ト Theodor Ferdinand Kajetan Arnold と表記される場合もある）が1800年に出
版した『血の染みのある肖像画，実話による幽霊譚』Das Bildniß mit 
den Blutflecken. Eine Geistergeschichte nach einer wahren Anekdote（Zerbst, 
1800）
 13）
と『分身のいるウルスラ会修道女，灰色の仮面の R 伯爵の手記か
ら／パウリーナ王女，妻，母にしてウルスラ会修道女，灰色の仮面の R 伯
爵の回想録から』Die doppelte Ursulinernonne. Aus den Papieren des Grafen 
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R. mit der aschgrauen Maske / Prinzessin Paulina oder Gattin, Mutter und 
Ursulinernonne zugleich. Aus den Memoirs des Grafen R. mit der aschgrauen 
Maske（Rudolstadt, 1800） 14）という二つの作品を採り上げ，その特徴と問題
点を考察しよう。どちらの作品も出版当時は人気作であったが，他のほと
んどのドイツの恐
シャウアーロマーン
怖小説がそうであるように，現在は，作者と共に一般に
は忘れ去られているので，まずは，作者アルノルトの情報
 15）
と各作品の
あらすじを示そう。
アルノルトは，選帝侯侍従長にしてオルガニストであるヨーハン・
フィーリップ・アルノルトの子として1774年エアフルトに生まれた。同地
のカトリック系のギュムナージウムを卒業後，エアフルト大学で法学の学
位を取得し（後には医学の学位も取っている），大学書記，オルガニスト，音
楽教師として活動した。また大学講師として，脳と頭蓋の構造に関するフ
ランツ・ヨーゼフ・ガルの体系，経験心理学，政治学そして美学について
の講義を行った。1800年に結婚して二人の子をもうけたが，ほどなくして
神経を病んで癲狂院に送られた。退院すると再び講義を続け，1812年に病
没するまで通俗小説の執筆にも精を出した。アルノルトはその音楽的才
能の故にしばしば E・T・A・ホフマンと比較される。それは，エアフル
トのウルスラ会の教会，後にはセヴェリ教会で九十以上の有名な作曲家
のミサ曲を演奏したことや，モーツァルト，ハイドン，ディッタースド
ルフのモノグラフィーを含む音楽史的著作を書いたことによって示され
ている。1801年の父の死後からアルノルトを襲った恒常的な経済的困窮
が，「しばしば心底からの嫌悪をもって」
 16）
行った創作へとアルノルトを
駆り立てた。1798年から1812年までの間に彼は，現在確認されているだけ
で五十七もの作品を書いた。それにはゴータの劇場年鑑や子供向け雑誌
への寄稿などもあるが，四十八作を数える小説の大半は，作者の，恐ろ
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しいものや不気味なもの，陰惨な犯罪などへの関心と，それに呼応した
魔術や隠秘学への傾倒を示している。そうしたアルノルトの作品の代表
的なものを幾つか挙げよう。『灰色の天使，東洋の物語』Der graue Engel. 
Eine orientalische Erzählung（Rudolstadt, 1798）， 『赤い袖の男，幽霊譚』Der 
Mann mit dem rothen Ermel. Eine Geistergeschichte（Gotha, 1798-99）， 『吸血
鬼』Der Vampyr（Schneeberg, 1801）（ただしこれは，残念ながら現存するテク
ストが確認されていない）。また，『夢遊病の女あるいは恐るべき暗黒の結
社，現在は国事犯として S. に収監されている F ⁂ ⁂ ⁂ n 伯爵の回想録から』
Die Nachtwandlerin oder die schrecklichen Bundesgenossen der Finsterniss. 
Aus den Memoiren des Grafen F ⁂ ⁂ ⁂ n, gegenwärtigen Staatsgefangenen zu S. 
（Hamburg & Mainz, 1802）及び『ミラクローゾあるいは恐るべき結社イルミ
ナーティ，ある国事犯とヴィシェフラットの赤い仮面の男の遺稿からの
ある侯爵一家の描写』Mirakuloso oder der Schreckensbund Illuminaten. Ein 
fürstliches Familiengemälde aus dem Nachlass eines Staatsverbrechers und 
der rothen Maske auf dem Vischerad（Coburg, 1802）は，シラーの『招霊術
師』の影響下に書かれた秘密結社を題材にした小説である。さらに，『墓
の上での婚礼の接吻，あるいはマリーエンガルテン教会での真夜中の結
婚 』Der Brautkuß auf dem Grabe, oder die Trauung um Mitternacht in der 
Kirche zu Mariengarten（Rudolstadt & Arnstadt, 1801）， 『モール伯爵，ある家
族の描写』Die Grafen von Moor. Ein Familiengemälde（Rudolstadt, 1802）， 『エ
ウリダーネ，地獄の娘，坊主譚にして幽霊譚，ポルタレグレ伯爵の遺稿か
ら』Euridane, die Tochter der Hölle. Ein Pfaffen- und Geistergeschichte. Aus 
dem Nachlass des Grafen Portalegre（Hamburg, 1803），サディスティックな
盗賊小説『黒いヨーナス，カプチン会士にして盗賊で放火殺人犯』Der 
Schwarze Jonas, Kapuziner,  Räuber und Mordbrenner（Erfurt, 1805）などの
作品がある。
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採り上げる二つの作品のあらすじは以下の通りである
 17）
。
『血の染みのある肖像画』
これまで遊蕩児として鳴らしてきたエルンスト・フォン・リンダウ男爵
は，ある降霊会を催すことにする。夢想家のエルンストは死の彼方の領域
を垣間見たいと熱望している。「博士」と呼ばれる術師は，エルンストの
前に，彼が誘惑して捨てたフリーデリケの霊を呼び出すことになってい
る。ある修道院に寄宿していたフリーデリケはエルンストの子を宿し，密
かに出産したが，それが因で修道院には居られなくなった。しかし，他に
身寄りもなく絶望した彼女は，短銃で自殺していた。現在，エルンストに
は婚約者カロリーネがいる。近く予定されている結婚に備えて彼の心のや
ましさを払拭することが，この降霊会の目的だった。降霊に先立ち，博士
は入念な準備を施し，さらに，魂，予感，記憶などについての長々とした
講釈を行う。いよいよ降霊が始まると，血まみれの姿のフリーデリケが現
れ，誘惑者を指さしながらその罪を告発する。霊の指弾によってエルンス
トは参ってしまう。会に同席したエルンストの親友フェルディナントは
怒って，翌日，博士に軍刀を向けるが，何とその刀は目の前で孔雀の羽
に変わる。ところで，霊は非難と同時に償いの方法も告げていた。それ
は，エルンストが誘惑を行った場所に戻り，フリーデリケの墓を訪ねるこ
と，そして，過去をカロリーネに告白し，また，その時に彼女が何を言お
うとも，彼女との結婚を止めたりしないというものである。それを実行し
ようとしたエルンストは，カロリーネに小さな子供がいることを知って驚
くが，それでも彼は霊の教示した条件を総て受け入れる。カロリーネの連
れ子は，実はエルンストとフリーデリケの間にできた子供だった。心優し
いカロリーネは子供を引き取り，その後見人になっていたのである。カロ
リーネは，その子が胸に母フリーデリケの小さな肖像画を着けていること
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に気付く。そして，そこからは血が染み出しているようだ。子供の語ると
ころによれば，ある晩，ひとりの婦人が現れ，彼にその肖像画を齎したの
だという。カロリーネはこの発見をエルンストに隠しておくが，子供はほ
どなくして亡くなり，やがて肖像画を見つけたエルンストの手にも血の滴
が流れ落ちる。ついに彼は発狂し，幽閉されて死ぬ。吝嗇な従兄弟がエル
ンストの所領を相続するが，この従兄弟はあの博士と深く交際していると
噂されていた。
『分身のいるウルスラ会修道女』
不思議な能力を持つと言われ，いかがわしい評判に取り巻かれた人物ザ
ンポーニは，物語の三人の主要人物の人生を決定する出来事に関与した男
である。まず，リナルド・リナルディ伯爵の死刑判決に対して，次に，ベ
ルフィオーリ伯爵夫人の誘拐に対して，そして，パウリーネ公女
 18）
が同
時に修道女であり妻であり母でもあるという奇妙な事実に対して。これら
三人の話がザンポーニという共通項を介して複雑に絡み合い，物語全体を
形成する。各人の話を個別に整理してみよう。
パウリーネ公女と恋に落ちたリナルドは，自分の恋敵だと思ったベル
フィオーリ伯爵を殺害した後，亡命を余儀なくされる。亡命にはザンポー
ニの協力があり，パウリーネとの連絡の総てをザンポーニに頼らざるを得
なくなる。こうしてリナルドは，次第にザンポーニに依存するようになっ
て行く。やがて，ザンポーニは，リナルドをベルフィオーリ伯爵夫人との
謎めいた邂逅へと送り出すと共に，パウリーネとの逃避行を手配する。そ
の一方で，ザンポーニは，リナルドが兄公爵を殺し権力の座を奪取するよ
う唆し，自身その手先となって動く。その背後には，ザンポーニが属する
秘密結社の政治的策謀があるようだ。しかし，その計画が露見したとき，
ザンポーニは逮捕・処刑され，リナルドも死刑を宣告される。灰色の仮面
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を被せられて，いまや彼は牢獄で処刑の日が来るのを待つ身である。
ベルフィオーリ伯爵夫人は，以前はコプト語の写本係である父と共にエ
ジプトで暮らす娘であったが，ザンポーニによって誘拐され，後に彼女の
夫となるベルフィオーリ伯爵に売り飛ばされた。ザンポーニはまた，ベル
フィオーリ伯爵がリナルドに殺されてしまうことになる出会いもお膳立て
する。しかも，その後ザンポーニは，ベルフィオーリ伯爵の霊を呼び出し
て心優しい伯爵夫人を怖がらせると共に，罪の意識に苛まれるリナルドを
脅かして彼らを操ろうとする。結局，伯爵夫人は，人生の残りの日々を彼
女の私的な「過去の神殿」（d. U. 242）で祈りを捧げて過ごすことになる。
パウリーネ公女は，リナルドとの駆け落ちの途上，盗賊の一団に襲撃さ
れる。彼女は，瀕死のリナルドを残して辛くも襲撃から脱出する。愛人が
死んだと思って絶望した彼女はウルスラ会の修道院に入り，敬虔かつ熱心
にお勤めに励む数年間を送る。だが，修道院の門番の役目に就いて間もな
く，リナルドが生きていることを知る。このことは当然，二人を再会へと
至らせ，ほどなくしてパウリーネは妊娠する。彼らの困難を解決するべく
呼ばれたザンポーニは，簡単な方法を見つける。すなわち，パウリーネの
双子の姉妹であるテオドーラに，パウリーネの出産まで修道女としての彼
女の代わりを引き受けさせるのである。しかし，不運なテオドーラは徒に
姉妹の帰還を待ち続けねばならない。と言うのも，パウリーネが再発見し
た愛と自由は，それらを修道院生活の為に放棄するにはあまりに魅力的過
ぎたのだ。それでも，ついに修道院に連れ戻され再び入れ替わったパウ
リーネは絶望して毒をあおる。双子が互いに入れ替わっていたことを知ら
ない修道女たちは，この突然の不可解な自殺に驚くが，敬虔な修道女だと
信じたままの彼女らに看取られて，パウリーネは息を引き取る。
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三以上の二作品は，降霊術で炎の中に出現する血まみれの霊，肖像画から
滴り落ちる血，ひとりの人物が別の地点で同時に存在するという謎，どこ
からともなく聞こえてくる不思議な声といった数々の魅力的な超自然現象
を描き出している
 19）
。ところが，『血の染みのある肖像画』では，標題に
もなっている肖像画の件について，われわれは小説の終り近くで次のよう
な文章を読む。
ある調査で，あの肖像画は，巧みにこしらえられた血，あるいは血の
色をした人工的な調合物を染み出させることが分かった。しかし，こ
の発見は遅過ぎた。なぜなら，不幸な男にはそれはもう理解できな
かったからである。（B. 101）
さらに，物語の最後のパラグラフは，エルンストからその資産を奪い取
る入念な計画が企まれていたことを仄めかす。あらすじにも書いたよう
に，小説はこう締め括られる。
エルンストは子を持つことなく亡くなり，その財産は，博士とひじょ
うに親密な関係にあったと人が言うところの，吝嗇な従兄弟のものと
なったのである。（B. 102）
物語は，その真相が博士と従兄弟が共謀しての奸計にあったと告げる。
エルンストの末路は確かに自業自得ではあるが，彼は，因果応報によって
ではなく，良心の呵責を利用した悪人の世俗的な欲望の罠に嵌められるこ
とによって死ぬのである。
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『分身のいるウルスラ会修道女』でも，作中の神秘的事象はどれも，ザ
ンポーニという香具師めいた魔術師的人物が自身の「魔力」によると称し
て作り出したものであり，それらは，彼の背後にいる秘密結社の謀略に役
立てられる。ザンポーニは，彼を包む神秘的な雰囲気によって，また，自
分が結社の一員であるということを仄めかすことによって，その詐欺行為
を一層効果的なものにする。
ここに見られるように，〈解明される超自然〉タイプのゴシック小説に
おける神秘は，大抵の場合，金銭，権力，あるいは女性への欲望に突き動
かされた人物たちの詐欺的なはかりごとによるものであり，よって，神秘
の解明の過程は，しばしば犯罪の発見へと至る。理性の使用を教示して人
間を改良するという実践的な啓蒙主義の関心事は，十八世紀末の通俗文学
にも反映していた。正しい思考の使用に関する言明が，部分的に恐
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怖小説
においても具体化された。先述したように，読者はそれらの物語の中に，
騙されやすい登場人物が愚弄されて食い物にされるのを読み，明確な教訓
を得る。そこでは，神秘化が悪行の常套手段を構成する一方で，それを解
き明かす理性的な働きが善とされるのである。
こうした点は，われわれに，否応なくある別の文学ジャンル，すなわち
〈探偵小説〉というジャンルを想起させよう。〈探偵小説〉では，理想的に
は，まず神秘的な事件が起こり，次にその合理的解明が創意工夫によって
驚きを与えるものとなって，しかもそれが適切であるということにおいて
読者を楽しませるものとなるはずである。われわれはそこに，対立する二
つの項である神秘的な謎と理性的現実，そしてそれらを媒介する第三項と
しての論理的解明，これらのどの項にも同等の重要性を置く小説の構造を
所有する。つまり，情動的な衝撃の強さと，それを生み出した要因が本当
は日常的なものであることを理解して行く過程で，読者は，主体の困惑
と合理的な理解に等しく依拠した理知的な歓びを経験するのである。だ
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が，1800年には，そのような小説はまだ現れていない。〈解明される超自
然〉のゴシック小説では一般に，神秘の解明の過程は，ポオ以降の探偵小
説ジャンルの成立と発展を経験したわれわれから見ると，その目的達成の
為には余りにも不注意に扱われている。しかもそれは，かなり単純であり，
ただ啓蒙主義時代の合理精神に反していないということを示す為だけの，
ほとんど附けたりであると言ってよい
 20）
。
アルノルトの二つの作品もその例外ではない。『血の染みのある肖像画』
では，血を滴らせる肖像画以外の超自然現象に詳しい合理的解明が為され
ることはなく，物語末尾の文章も，総てはトリックであっただろうという
視点を与えるヒント以上のものではない。『分身のいるウルスラ会修道女』
においても，作者は，標題にもなっているヒロインの分身を含む幾つかの
神秘に対し合理的な説明を加えようとしているが，きちんとした物理的説
明が与えられるのは分身の謎に関してだけで，それ以外の超自然現象につ
いては，漠然とザンポーニの仕掛けによるものと簡単に語られるだけであ
る。
また，『血の染みのある肖像画』の中で，理性的立場を代表するフェル
ディナントの扱いも中途半端である。彼は当初，「［降霊などの］一般に誤
りだと証明されている事柄を本当だと考えることは，われわれがかくも長
い年月に亙り，かくも多大の犠牲を払ってそこから抜け出して来た野蛮さ
への明らかな逆戻りである」（B. 5）と考え，ペテンに対する警告を発する。
探偵小説であれば，彼はおそらく一貫して〈探偵〉の役を務めることにな
ろう。しかし，彼は，降霊に先立つ博士の講釈に言いくるめられ，そして，
博士への攻撃に失敗するシークェンスで，この物語における彼の役割は終
わってしまう。
フェルディナントは，彼［博士］に襲いかかった。最初の一撃がまさ
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に博士の背に加えられんとしたその時，しかし，フェルディナントの
軍刀は，驚いたことに，立派な孔雀の羽に変わってしまった。（B. 65）
将校として閲兵式の時間が迫っていたフェルディナントがこの事態に
困惑すると，博士はすぐに孔雀の羽を軍刀に戻してやる。フェルディナ
ントは博士に詫びて立ち去り，それ以降，もう読者はフェルディナント
が活躍する記述を目にすることはない。フリードリヒ・ニコライ編集に
よる十八世紀末の書評集『新・一般ドイツ文庫』Neue allgemeine deutsche 
Bibliothek（Berlin, 1793-1806）は，このアルノルト作品に対し，「ある降霊
についての極めてありきたりな物語」
 21）
であるとの全体的評価を下した上
で，やはり，神秘の合理的解明が不徹底である点を指摘している。
そもそも，この小冊子（分量が少ないことが，この本の最大の取り柄であ
る）には，また，その中で惜しみなく描かれた不思議な出来事の数々
にどんな解明も与えられず，それらについては，ちょっとした示唆を
与えるだけで片付けているという不備がある
 22）
。
加えて，プロットにも破綻が認められる。例えば，博士がエルンストか
ら財産を奪取する悪巧みに加担しているのなら，彼がエルンストとカロ
リーネの結婚を推し進めることは，その目的に背反するのではないのか，
といった矛盾である。
だが，解明の曖昧さは，設定や構成のこうした問題に因るばかりではな
い，神秘の出来事を提出する際の表現方法にも，実はその原因の一端があ
る。ゴシック小説では，英国でもドイツでも，恐怖を作り出す為に二種類
の表現方法が用いられていた。直接的なものと間接的なものである。後者
はラドクリフ流の表現の仕方であり，恐怖を齎す事象や出来事が登場人物
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に与える衝撃を描くことで成り立っている。そこでは，恐怖の元そのも
のは示されない
 23）
。そうして女史は，神秘を描くにあたって，「起こった」
It happened,「だった」It was という断定的な表現を周到に避け，「のよう
に見えた」it seemed,「彼女は見たと思った」she fancied to have seenとい
う一人称的な視点が入り込んだ語りを用いる
 24）
。脅威的なものは，ただ主
人公の聴覚を通じてか，あるいは，瞬間的な視覚の印象としてのみ伝えら
れる。読者は，超自然現象が本当に起きたのかどうかを知り得ない立場を
保ち続けさせられるのだ。
これに対してドイツの小説の多くは，しばしば直接的な手段に訴えた。
つまり恐怖の事象そのものを描写するのである。ドイツの作家たちはそう
することに何の躊躇もなかった。彼らは，ひたすらに読者の戦慄の感覚
を刺激することを目指していたからである。『分身のいるウルスラ会修道
女』におけるベルフィオーリ伯爵の幽霊の描写は，そうした恐怖の描写の
好例である。霊の出現に向けて不安な雰囲気が徐々に醸成され漸次的に高
められる― 霊の出現が予告されると，恐怖のあまり「［リナルドの］血
は，血管の中で凍りついてしまう」（d. U. 78） ― その時が近づくと，ベ
ルフィオーリ伯爵夫人は「深い戦慄に襲われて，ひどく怯える」（d. U. 80）
―「天空が雷を孕んだ雲で全体が真っ黒に曇る」（d. U. 98）― やがて，
激しい風と雷鳴，稲妻が霊の到来が間近いことを告げる ― 時計の鐘が
十二時を打ち始めると蝋燭の炎が弱々しくなり，最後の鐘の音と共に灯が
一斉に消えてしまう（d. U. 99-100）― そして，ついに伯爵の幽霊がその
姿を現す。
幽霊の外見は恐るべきものだった。それは，頭から爪先まで白い経帷
子に包まれていた。部屋中に，死体が急速に腐り崩れ行くことから生じ
る吐き気を催すような死臭が広がっていた。幽霊の後頭部と背中，足
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と腹部は屍衣に被われていて彼［リナルド］には見えなかったが，ただ，
凄まじく腐敗した灰色の顔と，短剣で切り裂かれた胸は見えた。その
胸からは，血が溢れ出して経帷子の上に流れ落ちていた。（d. U. 101）
『血の染みのある肖像画』からも，降霊術で出現したフリーデリケの幽
霊の描写を引用しよう。
「厚顔な男，わたしにまだ何を望むの」恐るべき声で彼女は叫んだ 
― 彼女の息は燃えるように熱かった。彼女の頭蓋はこめかみで砕
け，裂けた動脈から大量の血が白い服へと迸り出た。彼女の美しい黒
の巻き毛は，頭の側面に血ですっかりくっついてしまっていた。（B. 
59-60）
これらの描写は，ジャンルの意図を強調する目覚ましい手技を示してい
る。恐るべき見世物の中にどこまでその効果を生じさせ得るかという能力
を問われていた恐
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怖小説の作者たちは，自分が自由にできるよりもっと多
くの血を，目的を達成し得るよりもっと多くの恐怖や戦慄を作り出そうと
鎬を削っていた。それは，生理的な種類の恐怖であり
 25）
，対する登場人物
たちの反応は専ら恐怖刺激を強めんが為のものである。『血の染みのある
肖像画』における，怯えの果てのエルンストの死は，まさにその極点とし
てある。
さて，上の引用に見られるように，〈解明される超自然〉タイプの作品
で超自然現象が「起こった」というような客観性の濃厚な表現によって描
写され，それに対する反証としての合理的解明を行おうとすると，そこに
は間接的な表現に対する場合よりも一層強い説得力が求められよう
 26）
。そ
して，読者への効果の為に神秘が不可解になればなるほど，当然その人為
1800年の幻想ミステリ
― 121 ―― 120 ―
的な仕掛けとしての解明は複雑にならざるを得ない。探偵小説では，謎の
解明がひとつのクライマックスを形成しつつ達成される。しかし，ドイツ
のゴシック作品は，そうした観点では書かれておらず，物語全体の語りは，
一貫して自然な因果関係の論証に努める理性的な調子を維持している訳で
はない。描き出された超自然現象が本物かそうでないかは，もうほとんど
重要ではなくなっている。ここでは，理性の卓越を称揚するよりも不安や
恐怖の効果を与える目的に最優先順位を授けていることによって，啓蒙主
義的思考から大きく隔たり，それどころかその反対へさえも転換してしま
いかねない気配が生じている。
四
〈解明される超自然〉作品では基本的にまず，本当は自然であるものに
対し，それを超自然として経験する主人公の錯覚を読者も共有するよう仕
向けられる。ラドクリフ作品の主人公は大抵，不安な状況に置かれて神経
過敏に陥った娘であるが，ドイツのゴシック小説では，女性以外にも夢想
家の青年が主人公であることが多い。そうして，心を搔き乱された主人公
は，自身の理性への信頼を疑問に付すようになる。『分身のいるウルスラ
会修道女』では，ザンポーニが仕掛ける超自然現象の効果は，他でもなく
犠牲者たちの受け身の姿勢によって高められている。『血の染みのある肖
像画』でも，エルンストは，「霊的な世界と関わり合うことや，この世の
者の目では見透かせない厚い闇を見通すことに何か際立って崇高なもの
を」（B. 3）見ようとして騙される。これら登場人物たちの運命に，読者は，
非合理なものを信じることへの忠告を読み取ることができよう。自らの想
像力に対する彼らの過信は，深刻な誤謬として描かれている。それは，例
えば，『血の染みのある肖像画』の語り手がわれわれに，もしエルンスト
が自身の想像力に信を置き過ぎなければ，そして，自身の罪責の念に嘖ま
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れていなかったとしたら，彼は題名の由来となっている絵の秘密を解く鍵
を発見できたであろうと告げる箇所に顕著に表れていよう。
血の滴が絵から彼の手に落ちた。さらに一滴が肖像のこめかみから湧
き出して手に滴り，すぐに次の一滴また一滴と続いて，彼は肝を潰し
た。彼は，ほとんど血の染みでいっぱいに見えた絵を調べた。彼が
それをもっと詳しく調べていれば良かったのだが。しかし，彼の昂
ぶった想像力や不安な意識は，彼がそうすることを妨げたのだった。
（B. 100）
この作品では，ゴシック小説としては珍しく，想像力が生み出す幻影と
神秘の現象の関係を巡る入念な論議がメインプロットに先立って展開され
る。博士が語るその部分は，降霊術に対する手の込んだ準備の描写と共に，
超自然現象の説明不足を補い，小説の少ない分量を増すのに奉仕するもの
であると見做されるかも知れない。少なくとも，出版当時の『一般文芸新
聞』Allgemeine Literatur Zeitung（Jena, 1785-1803, Halle, 1804-1849）の書評
者はそう判断した。
著者は，素材や想像力を思うように応用したり拡大することができず
に困っているようだ。そこで著者は，身体への魂の効果，身体と魂の
相互の関係，そして幽霊現象についての博士の冗漫な講話を選んだ。
しかし，その講話が置かれている部分では，物語の歩みが停滞させら
れてしまっている。それ故，それが提示する事柄は，新奇さの面から
も描写からも際立つことなく，二重に退屈で不適当なものになってい
る
 27）
。
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だが，博士の講釈はこの作品にとってそんなに無駄な部分なのだろう
か。博士は明らかにソフィスト的な詭弁を弄し，しかし巧妙に議論を進
めて，霊が実在するとまでは言わないが，われわれがなぜ霊を目にする
能力を備えたり，何がわれわれにそのようなものを想像させるのかという
理由を説明する。この作品と同様に，作中の幽霊現象が最終的に悪漢の
トリックであることが暴かれるフリードリヒ・カーレルトの『降霊術師』
Der Geisterbanner. Eine Wundergeschichte aus mündlichen und schriftlichen 
Traditionen gesammelt von Lorenz Flammenberg（Hohenzollern［Wien］，
1792）では，そうした議論は避けられていた ―この作品の序文でカーレ
ルとは，「わたしはある幽霊譚を書こうと思うが，哲学的な問答を書こう
とは思わない」
 28）
と書いている。しかし，アルノルトは，「哲学的」討論
をその作品の基盤として置いている。
博士は，エルンストの夢想家としての性格とフリーデリケへの罪悪感を
利用する。博士は，たとえ彼女が死んでいても，エルンストがその姿を目
にする可能性があると論じる。
もしわれわれが，その死者が普段居た場所に立ち，あるいは，彼の所
有していた物を目にするなら，彼に関するあらゆる想念がわれわれの
中に入り込んできて，いま実際に見ていると思うかのように生き生き
と彼の姿を描き出しはしないだろうか。（B. 56）
さらに博士は，なぜ殺人者は「血を流す傷と，復讐の念に燃える眼と，
怒り狂った口を持った」（B. 57）姿をした犠牲者に付き纏われるのかと問
うて，活発に働いている想像力や惑わされた心には，人物はその最も印象
的な形姿を取って現れるのが自然であろうと説明する。博士は，経験の問
題を存在の問題にすり替えながら議論を進めて行く。確かにこれは，超自
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然の直接的な描写を繰り出す恐
シャウアーロマーン
怖小説のプロットには至極好都合であろ
う。エルンストは霊のヴィジョンに悩まされ続けたあげく，ついには超自
然的存在の可能性を認めようとするに至る。エルンストへの効果が従兄弟
と博士の意図的な惑わしであるにせよ，少なくとも彼の目には，フリーデ
リケの幽霊が本物として映っていることは間違いない。
博士は，単純なエルンストを得心させ得るのみならず，懐疑的なフェル
ディナントの得心をも議論の果てに勝ち得る。フェルディナントの得心と
は，すなわち理性の時代の読者の得心でもある。そもそも，ゴシック作家
にとっての特別な技術とは，仮初めにせよ，ある超自然的な法則に登場人
物が屈し得るような状況を，説得力を持って読者に与えることに他ならな
い。アルノルトは，登場人物のみならず読者もまた自身の想像力に捕われ
る可能性を認識していた。主人公の不安と恐怖を共有することは，まず最
初に想像の力に信任を与えることを，小説を楽しむにあたっての，避け難
い，あるいは，むしろ望ましい前提と見る傾向を含んでいる。作者は，博
士の講釈を通じてそれを詭弁的な議論として書いてはいた。だが，熱心に
想像力の領域や来世について論じることは，心が生み出す幻影が実在する
ことに対する弁明であり，正当化であり，宣言にさえなってしまうことが
ある。その時アルノルトは，博士の説に仮託して，作中の超自然現象を分
かち合う要求を他の登場人物たちに向けるだけではなく，読者にも振り向
けているのだ。博士が，人の魂は別の世界と繫がっており，死は「われわ
れを無に帰さしめるのではなく，完全なものにするのだ。死は自我が持続
する中での変化なのだ」（B. 49）と登場人物に語る時，彼は同時に読者に
もそれを主張しているのである。想像への過度な傾斜を警告される一方
で，読者は，博士の論議を通じて想像力と理性を混ぜ合わせ，そして，そ
れら二つを対置させるのではなく互いに補完し合うものとして拡大するこ
とを促される。博士の講釈は，物語中で主人公たちに降霊が本物であると
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思わせる為の詐欺の準備であると同時に，読者に対しては，その後の神秘
の描写を補強する土台となっている。
さらに，この作品では，超自然現象の不十分な解明に加え，肖像画を齎
した婦人が誰で，どこから来た者なのかが説明されないなど，アルノルト
は幾つかの曖昧な部分を残して小説を終えている。超自然的なもののほと
んどが，エルンストの思い込みと狡猾な詐欺師のトリックであることには
ほとんど疑いの余地が無いにもかかわらず，博士の論説よりもなお権威と
説得力を持つべきはずの語り手が，完膚無きまでに超自然の可能性を論駁
し，合理的な見方を決定的に提出するには至らないのだ。作者と物語の間
の，あるいは，読者自身と物語の間の距離を如何に測り，作品をどう解釈
すべきかは，物語の最後になっても宙吊りの状態のままである。
では，今度は『分身のいるウルスラ会修道女』を見てみよう。ポイント
は，作中の秘密結社の存在性にある。『新・一般ドイツ文庫』は『分身の
いるウルスラ会修道女』も俎上に載せており，シラーの『招霊術師』の亜
流作品，すなわち，秘密結社が陰謀を企て，その目的の為に結社のエイ
ジェントが降霊術や魔術を用いて暗躍するジャンルの作品として批評して
いる
 29）
。ユルゲン・フィーリングは，その論考『ヴィーラント，通俗的な
秘密小説，そしてジャン・パウルにおける夢想的期待』の中で，この種の
小説の性格の一端を次のように要約する。
つねに，その計画は主人公には知られることがない。主人公自身は，
自分に何が企まれているのかを見通せない。要するに，彼は，― 
結社が彼に善を為そうと目論んでいようとと悪を為そうと目論んでい
ようと ― どんなにしても見抜くことのできぬ，知られざる権力と
しての結社の手にその身を握られているのである
 30）
。
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『分身のいるウルスラ会修道女』の主人公たちも，ザンポーニを介して
陰謀の網目に呪縛されており，彼らがそこから脱出することは難しい。そ
してこの小説では，その特徴的な構成が，サスペンスによって読者の興味
を繫ぐと同時に，読者に対しても物語世界の全体像の見通し難さの印象を
強調する。小説は，リナルド・リナルディ伯爵，修道司祭，そしてパウ
リーネ公女の手記から成り，それらが全体の枠を提供する虚構の編集者に
よって纏められたという形を取る。小説の中心部分には，謎めいた尼僧に
ついて語る司祭の話と，その謎を説明するパウリーネの手記が含まれてい
るが，これらは，前後二つに分けられたリナルドの手記（d. U. 5-116, 235-
250）の間に挟まれる形で順に配置される。この構成により，語りの異なる
部分は異なる視点から提示される。例えば，リナルドの回想がパウリーネ
との逃避行の直前で中断すると（d. U. 116），それに続いて司祭の記録が始
まり（d. U. 117- ），修道院の門前で修道会への入会を懇願する狂乱した娘，
彼女の誓願と修道女としての生活，分身の出現と彼女の奇妙な死について
語る（d. U. -206）。そして，そこまでに生じた幾つもの疑問は，さらにそ
の後に置かれたパウリーネの手記（d. U. 207-234）を待って初めて解消さ
れるのだ。読者の視点は，司祭の視点と同じく，パウリーネのテクストに
よって必要な情報が与えられるまでは制限されたままになる。これは，複
数のプロットが別個に展開し，それら総てを背後から統一的に操る糸が
中々見えてこないエスピオナージもののような小説の先駆けとなる構成技
法である。『新・一般ドイツ文庫』の評者はしかし，「いつになったら，平
凡な頭の持ち主が，いまだにこのジャンルにおいて唯一無比であり続けて
いる未
ト ル ソ
完の作品
 31）
たるシラーの『招霊術師』についての対篇や続篇を書
こうなどとする企てを止めるのだろうか」と述べ，「このイタリアを舞台
に展開する伝奇的な作品［『分身のいるウルスラ会修道女』］も，あの傑作
を模倣しようとした，たいへん不幸な試みのひとつである」と手厳しい評
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価を下している
 32）
。批評は続けて，「著者は，読者の注意を繫ぎ止め，物
語られる出来事への興味を惹起する為に」は，「多くの伝奇的事柄と一見
したところの驚異を積み重ね，そうして幻想を矢継ぎ早に浴びせかける」
ことで足りると考えているようだとし，「超自然的に見える事象の累積」
を全体の鍵となる「大きな一点」に回収する処理においてシラー作品に劣
ると批判する
 33）
。だが，錯雑たる展開は，この作品の弱さなのではなく，
むしろ，意図的に分散させられた構成について述べたのと同様に，登場人
物たちが置かれた不安な状況の反映として効果的に機能していると積極的
に評価できるのではないだろうか。
秘密結社を題材にした小説では，策略の犠牲者たちが無力な単なる道具
と化し，聾桟敷に置かれるどころか，ほとんど混沌としか思えないような
状況に投げ入れられ翻弄される。対照的に，異常なまでの自律性と全能が
結社の指導者たちに付与される。謎のヴェールに包まれて，万象を観察す
る眼と見えざる手を持って遍在する陰謀者たちは絶対者に等しく，陰謀の
プロットは宿命と同義となる。『分身のいるウルスラ会修道女』の超自然
も，一応，人為的な仕掛けによるものと説明される。しかし，その合理的
説明の根拠として設定されたはずの秘密結社は，皮肉にも，結局は主人公
たちの運命と同一化してそれ自体が超越的な存在となる。ここでもまた，
物語世界への理性的視点は曇らされてしまう。絶対者に類比的な存在に基
礎を置く世界とは，悪魔があらゆる筋書きを操る世界と本質的には同じだ
からである。
こうして，『血の染みのある肖像画』でも『分身のいるウルスラ会修道
女』でも，本を閉じた時，読者は，不可思議からの解放や合理的秩序の回
復を感じるのではなく，どこかすっきりとしない不穏な動揺の内に残され
ることになる。
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〈解明される超自然〉タイプのゴシック小説と探偵小説の差異（後者と
違って前者には，謎の解明における論理に，ほとんど欠落にも近い杜撰があること）
を先に指摘したが，ここでもう一度〈探偵小説〉を比較として持ち出すな
ら，アルノルトの二作品のこうした読後感はしかし，巧まずして，この作
品をある特殊なタイプの探偵小説には近付けていると言えよう。それは，
ジョン・ディクスン・カーの『火刑法廷』The Burning Court（New York 
/ London, 1937），ヘレン・マクロイの『暗い鏡の中に』Through a Glass, 
Darkly（New York, 1950），あるいは，ジョージ・ホプリー名義によるコー
ネル・ウールリッチの『夜は千の目を持つ』Night Has a Thousand Eyes 
（New York / Toronto, 1945）といった，通常の合理的解決と並行して超自然
的解決の可能性を導入する「幻想的な」探偵小説のことである。カーの『火
刑法廷』では，物理的な法則の範囲内で説明されるトリックが極めて複雑
であるが故に，より簡明でしかも合理的説明同様に謎を細部までカヴァー
し得る神秘主義的説明にむしろ読者の意識は傾く。マクロイとウールリッ
チの作品では，神秘を用いた犯罪事件が総て合理的に解決された後，それ
でもなお理性を超えた力の存在可能性が暗示される。探偵小説は，合理の
ルールを徹底させて不動のものとしたが，後にその規則の制約内で再び現
実の不可解さを描き出す為には，上に挙げた高名な三作品のように，はな
れわざにも近い技巧の極致を凝らさねばならなかった。それは皮肉にも，
探偵小説の作法からすれば未熟で不出来な〈解明される超自然〉作品が示
したのと同じ認識の地点，理性の世紀の文学でありながら，理性は決して
万能ではなく不安定な基盤の上にあるということを露呈させた地点へと回
帰することだった。
ロジェ・カイヨワは，「幻想」を「日常的な不変恒常性の只中へ，容認
しがたきものが闖入することである」
 34）
と定義付けた。この闖入は，これ
まで述べた作品におけるように，神秘の現象に隠された犯罪の場合にも同
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じく起こる。そこでは，幻影が実在であるかのように見える。それは知覚
への作用の経験的な徴に過ぎないのだが，博士が詭弁を用いて説いていた
通り，欺かれている側からは，その真実を弁別するのは確かに困難であろ
う。その結果，ラドクリフの小説のように神秘が完全に解体されて主人公
が現実を回復する場合にも，実はその現実はもう，事件以前の散文的な現
実と決して同じではなくなってしまう。たとえそれがトリックによる錯覚
であったとしても，ひとたび自然が超自然として知覚され得ることを知っ
てしまった者が物語の終わりで立ち戻る現実は，自然に反するという意味
でも自然法に反するという意味でも逆しまな世界解釈の可能性を内包した
現実へと変質しているからである。こうして，〈解明される超自然〉作品
でも，秩序転倒というゴシック・ジャンル本来の中心的性質が，その啓蒙
主義的意図を自ずと裏切るのだ。その上，『血の染みのある肖像画』にあっ
ては，従兄弟と博士の邪悪な計画が成就してしまうし，『分身のいるウル
スラ会修道女』でも，確かに悪漢ザンポーニは処断されるが，主人公たち
の物語はみな悲劇に終わる。両作品のこうした暗鬱な結末には，夢想の悪
用を戒める道徳的教化を超えた刺戟（と同時に，悪の支配や犯罪に対する倒錯
的な魅力）がある。神秘がきちんと説明されようがされまいが，日常はも
はや，つねに転倒の危険性を孕む，それまでとは別の穏やかならざる光の
下に眺められるしかない。
十八世紀の啓蒙主義は，暗い世界を理性の光で照らし尽くすべきだと考
えた。しかし，結局のところ，この世界とは，啓蒙主義が理想とした光の
世界でも，それが否定しようとした影の世界でもない。それは，『分身の
いるウルスラ会修道女』で主人公が被せられている仮面の色のように，つ
ねに光と影のあわいにある，ほの暗い灰色の世界なのだ。これを如実に語
るアルノルトの二つの作品が1800年に出版されたのは，その年が十八世紀
最後の年であったことを思うと，聊か象徴的ではある。
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1800年の幻想ミステリ
― 131 ―― 130 ―
Belustigung angewandt worden（Berlin, 1783-87）である。
12） Marion Beaujean, Der Trivialroman in der zweiten Hälfte des ₁₈. Jahr︲
hunderts. Die Ursprünge des modernen Unterhaltungromans. Bonn, H.Bouvier, 
1964, p. 122, p. 151. / Marianne Thalmann, Der Trivialroman des ₁₈. Jahr︲
hunderts und der romantische Roman: Ein Beitrag zur Ent wicklungs geschichte 
der Geheimbundmystik. Berlin, 1923. Rep., Nendeln/Liechtenstein, Kraus 
Reprint, 1978, p. 64.
13） 使用したテクストは，［Ignaz Ferdinand Arnold］，Das Bildniß mit den 
Blutflecken. Eine Geistergeschichte nach einer wahren Anekdote von D. J. F. 
Arnold. Zerbst, Füchsel, 1800. Digitalisierte Ausgabe, Göttingen, Nieder-
sächsische Staats- und Universitätsbibliothek Digitalisierungszentrum, 2008. 
ここからの引用頁は（B.頁数）の略記を付して本文中に示した。
14） この作品は，扉と内扉のそれぞれに記された標題が微妙に異なっている
為に，こうした二重の標題表記になっている。使用したテクストは，［Ignaz 
Ferdinand Arnold］，Die doppelte Ursulinernonne. Aus den Papieren des 
Grafen R. mit der aschgrauen Maske. Rudolstadt, Langbein und Klüger, 1800. 
Digitalisierte Ausgabe, Halle (Saale), Universitäts- und Landesbibliothek 
Sachsen-Anhalt, 2010. ここからの引用頁は（d. U. 頁数）の略記を付して本
文中に示した。
15） Thomas Kaminski, „Theodor Ferdinand Kajetan Arnold (1776-1812)“; 
Populäre Erscheinungen. Der deutsche Schauerroman um ₁₈₀₀. Hrsg. von 
Barry Murnane & Andrew Cusack. Paderborn, Wilhelm Fink, 2011, pp. 173-
191.
16） ‚Vorbericht‘ zu Amalie Balbi. Eine wunderbare Vision, die ich selbst gehabt 
habe. Von Theodor Ferd. Kajetan Arnold, d. Weltweisheit u. Rechtswissenschaft 
Doktor, Lehrer a.d. Univ. zu Erfurt. Erfurt, Hennings, 1805, p. 15.
17） M. W. Heidrich, op. cit., pp. 48-49, pp. 51-52を参考にして作成した。
18） ヒロインの名前の表記は，題名では Paulina なのだが，文中では一貫して
Paulineとなっているので，ここでは「パウリーネ」で統一する。
19） どちらの作品でも降霊術が大きな役割を果たしている。十八世紀末の降
霊術と人文科学の問題については，Stefan Andriopoulos, Ghostly Apparitions. 
German Idealism, the Gothic Novel, and Optical Media. Cambridge MA, The 
MIT Press, 2013. 特にゴシック小説の言説との関係については，pp. 73-104. 
20） 横山茂雄「ミステリの淵源を探る」;「幻想文学」第55号（1999），pp. 
19-29; pp. 23-24.
― 133 ―― 132 ―
21） Neue allgemeine deutsche Bibliothek, 1801, 60. Bd., 1. St., p. 108.
22） Neue allgemeine deutsche Bibliothek, 1801, 60. Bd., 1. St., pp. 108-109.
23） ラドクリフはこのアプローチを，自身が terror より美学的に劣ると見
做した horror を描くことの拒絶と不可分のものであるとした。もし超自
然を直接的に叙述すると，そこに表出する恐怖の種類は terror ではなく 
horror になるとラドクリフは考えたのである。ラドクリフの定義付けにお
ける terror と horror の違いは以下の通りである。―「terror と horror は
全く反対のものです。前者は，魂を広くし，その機能を高度な人生へと覚
醒させます。後者は，魂やその機能を萎縮させ，凍えさせ，絶え絶えの状
態にしてしまいます。シェイクスピアもミルトンもその創作の中で，また
バーク氏もその考察の中で，純然たる horror を崇高の源泉と見做すなどと
いうことはどこにも行っていないと，わたくしは理解しております。しか
し，彼らは皆一致して，terror こそ崇高の優れた源泉であると認めているの
です」― Ann Radcliffe, “On the Supernatural in Poetry”(1802/03); The New 
Monthly Magazine (1826), pp. 145-152 ; p. 151.
24） Karl S. Guthke, Englische Vorromantik und Deutscher Sturm und 
Drang. M. G. Lewis’s Stellung in der Geschichte der deutsch-englischen 
Literaturbeziehungen. Göttingen,  Vandenhoeck & Ruprecht, 1958, p. 18.
25） この点においてドイツのゴシック作家たちは，ラドクリフに言わせれば，
terror ではなく主に horror を生み出そうとしていたということになろう。
26） 「至るところで彼［エルンスト］は，自分に付き纏うフリーデリケの血ま
みれの幽霊を目にしていると思うのだった」（B. 101）という表現もあるが，
ここでの幽霊は明白に，超自然現象によるショックの結果としてのエルン
ストの精神錯乱が生み出した幻影として語られているのであって，作中の
超自然現象そのものの描写箇所とは区別される。
27） Allgemeine Literatur Zeitung, Jahrgang 1800, Band 4, Numero 286, 
Seitenbereich: 56.
28） ［Karl Friedrich Kahlert］，Der Geisterbanner. Eine Geschichte aus den 
Papieren eines Dänen gesammelt von Lorenz Flammenberg. Zweyte, vermehrte 
Auflage. 3 Thle. Breslau, Korn, 1799, I, p. 3.
29） Neue allgemeine deutsche Bibliothek, 1801, 66. Bd., 1. St., pp. 102-103.
30） Jürgen Viering, Schwärmerische Erwartung bei Wieland im Trivialen 
Geheimnisroman und bei Jean Paul. Köln, Böhlau Verlag, 1976, p. 13.
31） シラーのこの作品は，第二巻第一部までで中絶し，完結しなかった。
32） Neue allgemeine deutsche Bibliothek, 1801, 66. Bd., 1. St., pp. 102.
1800年の幻想ミステリ
― 133 ―― 132 ―
33） Neue allgemeine deutsche Bibliothek, 1801, 66. Bd., 1. St., pp. 102-103.
34） ロジェ・カイヨワ『幻想のさなかに』（Roger Caillois, Au cœur du fantastique. 
Paris, 1965 の和訳）三好郁朗訳，法政大学出版局，1975, p. 124.
― PB ―― 134 ―
